
東広島市立板城小学校
ひがしひろしましりついたきしょうがっこう

のきまり（生徒指導規程） 

                                 令和８年４月 

児童
じ ど う

が社会性
しゃかいせい

を身
み

に付
つ

け、安全
あんぜん

に安心
あんしん

して学習
がくしゅう

に取
と

り組め
く  

るよう、学校
がっこう

として取り組
と  く

ん

でいきます。次
つぎ

のことを守って
ま も    

生活
せいかつ

しましょう。 

（１）登
とう

下校
げこう

について 

★けがや事故
じ こ

等
など

、トラブル防止
ぼ う し

のために次
つぎ

のことを守
まも

りましょう。 

登校
とうこう

…集合場所
しゅうごうばしょ

への集
しゅう

合
ごう

時
じ

刻
こく

を守
まも

り、７時
じ

50分
ぷん

～８時
じ

10分
ぷん

までに登
とう

校
こう

する。 

   ※７時50分より早く登校した場合は教室に入れません。開放廊下で待ちましょう。 

登校
とうこう

班
はん

ごとに、決められた
き     

順番
じゅんばん

で一
いち

列
れつ

にならび、決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

る。 

    忘れ物
わす もの

に気付い
き づ  

ても、登校中
とうこうちゅう

や登校後
とうこうご

に取り
と  

に帰ら
かえ  

ない。 

    欠席
けっせき

する場合
ばあい

は、集合
しゅうごう

時刻
じこく

までに登校
とうこう

班
はん

の班長
はんちょう

へ、７時
じ

50分
ふん

までに学校
がっこう

へ連絡
れんらく

する。 

下校
げこう

…下校時刻
げこうじこく

を守る。下校時刻
げこうじこく

の５分
ふん

前
まえ

には集
しゅう

合
ごう

し、静
しず

かに待
ま

つ。 

   集団
しゅうだん

下校
げこう

で帰らない
かえ     

場合
ばあい

は、担任
たんにん

と登校
とうこう

班
はん

の班長
はんちょう

に伝え
つた  

、全体
ぜんたい

のあいさつが終わって
お    

から帰る
かえ  

。 

 

（２）校
こう

内
ない

での生
せい

活
かつ

について 

★学校
がっこう

は公的
こうてき

な場
ば

です。周り
まわ   

の人
ひと

も気持ち
き も  

よく生活
せいかつ

できるように次
つぎ

のことを守りましょう
ま も          

。 

 ①校舎内
こうしゃない

での過ごし方
 す     かた

 

・教室
きょうしつ

の中
なか

では、静
しず

かに過
す

ごす。 

・ 特別教室
とくべつきょうしつ

には、許
きょ

可
か

のない限
かぎ

り入
はい

らない。 

・廊
ろう

下
か

、階
かい

段
だん

は、右
みぎ

側
がわ

を１～２列
れつ

で歩
ある

く。（みどり階段
かいだん

は危険
きけん

なため、非常
ひじょう

階段
かいだん

としてのみ利用
りよう

する。） 

・教室移動
きょうしついどう

は並
なら

んで、静
しず

かに（無
む

言
ごん

）歩
ある

く。また、授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

は、廊
ろう

下
か

や階
かい

段
だん

でしゃべらない。 

・授業開始
じゅぎょうかいし

のチャイムが鳴
な

る前
まえ

に席
せき

に着
つ

き、授業用具
じゅぎょうようぐ

を準
じゅん

備
び

して静
しず

かに待
ま

つ。 

②遊び
あそ    

について 

・安
あん

全
ぜん

に気
き

を付
つ

けて、ルールを守って
まも    

遊
あそ

ぶ。 

・大
だい

休
きゅう

けい、昼休
ひるきゅう

けいは、できるだけ外
そと

で元
げん

気
き

に遊
あそ

ぶ。 

・廊下
ろうか

や階段
かいだん

、上
うえ

校
こう

庭
てい

、掲揚
けいよう

台
だい

、職員
しょくいん

駐 車 場
ちゅうしゃじょう

、階段
かいだん

、校
こう

舎
しゃ

裏
うら

、岩石園周辺
がんせきえんしゅうへん

、 体育館周辺
たいいくかんしゅうへん

、プール

横
よこ

斜
しゃ

面
めん

、運動場芝生斜面
うんどうじょうしばふしゃめん

、外
そと

の体育館
たいいくかん

倉
そう

庫
こ

前
まえ

、プールのスロープでは遊
あそ

ばない。 

・竹馬
たけうま

のみ体育館
たいいくかん

倉庫前
そうこまえ

で使
つか

ってよい。番号
ばんごう

を合わせて
あ    

片づける
かた      

。 

・中庭
なかにわ

は、ミーティングルーム入口
いりぐち

までは上履き
うわば  

で利用
りよう

できる。なわとび練習
れんしゅう

などに使い、走る
はし  

遊び
あそ  

を

しない。 

・危険
きけん

なため、なかよしの森
もり

や遊具
ゆうぐ

で走る
はし  

遊び
あそ  

をしない。 

・ボールを蹴る
け  

遊び
あそ  

はしない。建
たて

物
もの

の壁
かべ

に向
む

かってボールを投
な

げない。 

・遊具
ゆうぐ

は譲
ゆず

り合
あ

って使
し

用
よう

する。違
ちが

う学
がく

年
ねん

で一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ぶ場
ば

合
あい

は、小
ちい

さい学年
がくねん

に合
あ

わせて遊
あそ

ぶ。 

③板
いた

城っ子
き  こ

のやくそく 

あいさつ・返事
へんじ

…いつでもどこでもだれにでも、気
き

持
も

ちのよいあいさつをする。 

名
な

前
まえ

を呼
よ

ばれたら「はいっ」とはっきり返
へん

事
じ

をする。 

言葉
ことば

づかい………正
ただ

しくていねいな言
こと

葉
ば

づかいを心
こころ

がける。 

        職員室
しょくいんしつ

などへは、ノックをし、学
がく

年
ねん

・名
な

前
まえ

・用
よう

件
けん

を伝
つた

え、許
ゆる

しを得
え

てから入
はい

る。 

はきものそろえ…くつ箱
ばこ

のくつやトイレのスリッパなど、かかとをそろえて置
お

く。 

無言
むごん

そうじ………無言
むごん

で時間
じかん

いっぱい、集 中
しゅうちゅう

してそうじする。 

時間
じかん

厳守
げんしゅ

…………５分前
  ふんまえ

行動
こうどう

を心
こころ

がける。チャイムがなる前
まえ

には着席
ちゃくせき

する。 



（３）服
ふく

装
そう

、身
み

だしなみ、持ち物
も    もの

について  

★公的
こうてき

な場
ば

での身
み

だしなみに気
き

をつけ、学習
がくしゅう

に集中
しゅうちゅう

できるように次
つぎ

のことを守り
まも   

ましょう。 

【服装
ふ く そ う

】 

 基準服
きじゅんふく

 

 ・制帽
せいぼう

 

・上着
うわぎ

：紺色
こんいろ

のダブル襟
えり

なし。ボタンは全て
すべ  

とめ、名札
なふだ

を付ける
つ   

。名札
なふだ

は職員室
しょくいんしつ

で購入
こうにゅう

する（80円
えん

） 

 ・中
なか

着
ぎ

：白
しろ

のポロシャツ。ボタンを全て
すべ  

とめ、裾
すそ

はズボンの中
なか

に入れる
い   

。 

 ・紺色
こんいろ

の半ズボン
はん     

、スカート（ひざが隠れる
かく   

長さ
なが  

） 

・靴下
くつした

：靴下
くつした

は、装飾
そうしょく

のないものとし（500円
えん

玉大
だまだい

までのワンポイントは認
みと

める。） 

色
いろ

は白
しろ

・紺
こん

・黒
くろ

・グレーとする。ひざ下
した

から足首
あしくび

がしっかり隠
かく

れるまでの長
なが

さとする。 

 ・上履き
うわば  

：白
しろ

を基調
きちょう

としたもの。（スリッポンタイプ・バレーシューズタイプどちらでも可
か

。） 

※足
あし

の甲
こう

とかかとの２か所
しょ

に記
き

名
めい

。 

 ・靴
くつ

：白
しろ

を基調
きちょう

としたもの 

 

 冬季
とうき

の服装
ふくそう

 

・上着
うわぎ

の下
した

にベストやセーター（白
しろ

・黒
くろ

・紺
こん

）を着て
き  

もよい。 

・ベストやセーターだけを着る
き  

ことや、裾
すそ

や袖
そで

が上着
うわぎ

から長く
なが  

はみ出す
  だ

ようなデザインのものは認めない
みと     

。 

 

 体操服
たいそうふく

 

 ・半袖
はんそで

・長袖
ながそで

体操服
たいそうふく

（校
こう

章入り
しょうい   

とないものがあります。どちらでも可）※左胸に必ず記名 

 ・紺色
こんいろ

クォーターパンツ 

 ・赤
あか

白
しろ

ぼうし（ゴムひもをつける） 

 

※原則
げんそく

、基
き

準服
じゅんふく

を着用
ちゃくよう

するが、原則として１１月から３月末まで、気候
きこう

や気温
きおん

、体調
たいちょう

等
とう

によっては次
つぎ

の

ように調節
ちょうせつ

してよい。（体調
たいちょう

やその他
た

の考慮
こうりょ

すべき事由
じゆう

がある場合
ばあい

は、その他
た

の時期
じ き

も相談
そうだん

の上
うえ

着用
ちゃくよう

を認
みと

める。） 

・登
とう

下校
げこう

時
じ

は、ジャンパー、長ズボン
なが     

、マフラー、ネックウォーマー、手袋
てぶくろ

を着用
ちゃくよう

してもよい。 

・長ズボン
なが     

は校内
こうない

でも着用
ちゃくよう

してよい。基準服
きじゅんふく

、また体操服
たいそうふく

に準じた
じゅん    

素材
そざい

（ジャージが望ましい）と色
いろ

（黒
くろ

または紺
こん

）を認め
みと  

る。着用
ちゃくよう

の際
さい

は基準服
きじゅんふく

も一緒
いっしょ

に着用
ちゃくよう

する。 

・安全
あんぜん

のため、ネックウォーマー等
など

で耳
みみ

を隠さない
かく     

。 

・厳寒期
げんかんき

は、大休
だいきゅう

けいや昼 休
ひるきゅう 

けいに外
そと

遊び
あそ  

をする際
さい

にも手袋
てぶくろ

の着用
ちゃくよう

を認める
みと    

。 

 ・体育
たいいく

時
じ

にはジャージやトレーナー等
など

の着用
ちゃくよう

を認
みと

める。（※詳細
しょうさい

は別途
べっと

お知
し

らせ。） 

【髪型
かみがた

等
とう

】 

・学
がく

習
しゅう

に適
てき

した髪
かみ

型
がた

にする。 

・前
まえ

髪
がみ

は眉毛
まゆげ

にかからない長
なが

さまでとする。前
まえ

髪
がみ

が眉毛
まゆげ

にかかる場
ば

合
あい

は留
と

めるか結
むす

ぶ。 

・後
うし

ろ髪
がみ

が肩
かた

にかかる場
ば

合
あい

、耳
みみ

より下
した

の位置
い ち

で１つまたは２つにゴムで束ねる。ゴムやピンの色
いろ

は黒
くろ

・茶
ちゃ

・

紺
こん

でシンプルな形
かたち

とする。 

・一部
いちぶ

が極端
きょくたん

に長かったり
なが       

短かったり
みじか         

する髪型
かみがた

や人体
じんたい

や、肌
はだ

等
とう

に影響
えいきょう

のあるもの（パーマ、染色
せんしょく

、

整髪料
せいはつりょう

など）は行わない。 

・眉毛
まゆげ

に手
て

を加え
くわ  

たり、マニキュアをつけたり、化粧
けしょう

をしたりしない。 

・装飾品
そうしょくひん

（ミサンガ等
とう

）は身
み

に付け
つ  

ない。 

※特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

すべき事項
じこう

のある場合
ばあい

を除
のぞ

く。 



【持ち物
も   も の

】 

筆箱
ふでばこ

について 筆
ふで

箱
ばこ

は箱型
はこがた

（ソフトタイプも可
か

）で、鉛筆
えんぴつ

が一本
いっぽん

ずつさせる形
かたち

の物
もの

 

※鉛筆
えんぴつ

をけずってあるか一目
ひとめ

で分かり
わ   

、管理
かんり

しやすい 

・鉛筆
えんぴつ

（Bか２B）５本
  ほん

、赤
あか

青
あお

鉛筆
えんぴつ

（キャップは使わない） ネームペン、ものさし、消しゴム
け   

 

 ボールペン（赤
あか

・青
あお

）は４年生
  ねんせい

以上
いじょう

が使用可
し よ う か

。シャープペンシルは使
つか

わない。 

お道具箱
  どうぐばこ

 のり、はさみ、色
いろ

鉛筆
えんぴつ

（クーピー）など、学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な物
もの

だけ入れる
い   

。 

・学習
がくしゅう

道具
どうぐ

はシンプルな形
かたち

で、使いやすく
つか        

華美
か び

ではないものが望ましい
のぞ       

。 

・全
すべ

ての持
も

ち物
もの

には名
な

前
まえ

を書
か

く。 

・学習
がくしゅう

に必
ひつ

要
よう

のないものは、持
も

って来
こ

ない。また、ランドセルや名札
なふだ

に不要
ふよう

な物
もの

はつけない。 

・携帯電話
けいたいでんわ

やスマートフォンは持
も

って来
こ

ない。（特別
とくべつ

な事情
じじょう

があるときは学校
がっこう

の許可
きょか

を得
え

て、下校
げこう

まで

職員室
しょくいんしつ

に預
あず

ける。） 

・水
すい

筒
とう

には、お茶
ちゃ

または水
みず

を入
い

れて持
も

ってきてもよい。 

・カイロは持
も

って来
こ

ない。 

・リップクリーム、ハンドクリーム等
とう

は、体調
たいちょう

など考慮
こうりょ

すべき事由
じゆう

がある場合
ばあい

は、相談
そうだん

の上
うえ

認
みと

める。そ

の際
さい

は、特別
とくべつ

な色
いろ

や香
かお

りのないものにする。 

※不要
ふよう

なものを持って
も   

きた場合
ばあい

には職員
しょくいん

が預かり
あ ず   

、下校
げこう

時
じ

に本人
ほんにん

に返す
かえ  

。場合
ばあい

によっては保護者
ほ ご し ゃ

に来校
らいこう

をお願い
 ね が  

することもある。 

 

（４）校
こう

外
が い

での生
せい

活
かつ

について 

★下校後
げ こ う ご

また休み
やす  

の日
ひ

に、地域
ちいき

で安全
あんぜん

に気持ち
き も   

よく過ごす
す   

ために次
つぎ

のことを守りましょう
まも        

。 

①遊び方
あ そ  か た

について 

おうちの人
ひと

に行
い

き先
さき

と帰宅時刻
きたくじこく

を知
し

らせてから外
がい

出
しゅつ

する。 

・帰宅時刻
きたくじこく

は、４月
がつ

～９月
がつ

は午後
ご ご

６時
じ

、10月
がつ

～３月
がつ

は午後
ご ご

５時
じ

とする。 

・おうちの人
ひと

が留守
る す

の時
とき

や、おうちの人
ひと

の許可
きょか

がない時
とき

には家
いえ

の中
なか

に入らない
はい     

。友達
ともだち

の家
いえ

では、おうちの

人
ひと

の指示
し じ

に従い
したが  

、勝手
かって

なことをしない。 

・あぶない遊び
あそ  

をしない。   

※火遊び
ひ あ そ  

、エアガンなどは絶対
ぜったい

にしない。 

   ※池
いけ

や川
かわ

、田
た

や溝
みぞ

で子ども
こ   

だけで遊ばない
あそ     

。 

   ※人
ひと

や車
くるま

、建物
たてもの

、田
た

、池
いけ

、川
かわ

などに向けて
む   

石
いし

を絶対
ぜったい

に投げない
な    

。 

   ※ボール遊び
あそ  

は、してもいい場所
ばしょ

か確認
かくにん

してから行 う
おこな   

。 

   ※遊具
ゆうぐ

は正しく
ただ    

安全
あんぜん

に使う
つか  

。 

   ※公道
こうどう

で遊
あそ

ばない。人の敷地に入らない。 

・子
こ

どもだけで校
こう

区
く

外
がい

へ行くことは禁
きん

止
し

する。 

・子
こ

どもだけでお店
みせ

に行
い

かない。 

・子
こ

どもだけでお金
かね

を使
つか

わない。（店
みせ

、自動
じどう

販売機
はんばいき

等
とう

） 

・お金
かね

のむだづかい、お金
  かね

や物
もの

の貸し借り
か  か  

や、買って
か   

あげたり買って
か   

もらったりはしない。 

 

 

 

 

 

 

 



②自転車
じてんしゃ

の乗り方
の  かた

について 

・自転車
じてんしゃ

は「車両
しゃりょう

」であるため、道路
どうろ

交通法
こうつうほう

に従って
したが    

安全
あんぜん

に乗る
の  

。 

・１・２年生
ねんせい

までは、道路
どうろ

で自転車
じてんしゃ

に乗
の

らない。 

３年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

の児童
じどう

も、自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

ってよいかどうかは、保護者
ほごしゃ

と相
そう

談
だん

をして決
き

める。 

・ 命
いのち

を守
まも

るためにヘルメットを 必
かなら

ず着 用
ちゃくよう

する。 

・点検
てんけん

・整備
せいび

をして、体
からだ

に合
あ

った自転車
じてんしゃ

に乗
の

る。 

③安全
あんぜん

な生活
せいかつ

について 

・知
し

らない人
ひと

には、絶
ぜっ

対
たい

について行
い

かない。（いかのおすし） 

   ○い○かいかない。○ののらない。○おおおごえをだす。○すすぐにげる。○ししらせる。 

④通信
つうしん

機器
き き

の利用
り よ う

について 

 ・携帯
けいたい

電話
でんわ

やスマートフォンは、その目的
もくてき

をおうちの人
ひと

とよく考え
かんが  

使用
しよう

時間
じかん

や内容
ないよう

などのルールを

決めて
き   

使う
つか  

。 

 ・インターネットやオンラインゲーム等
など

の通信
つうしん

機能
きのう

は、おうちの人
ひと

のいるところで使う
つか  

。 

 ・ネットトラブルになったり、相手
あいて

を傷
きず

つけたりすることになるので、人
ひと

の悪口
わるぐち

や個人
こじん

情報
じょうほう

を発信
はっしん

しま

せん。 

・友達
ともだち

や知らない
し    

人
ひと

とトラブルにならないように、やりとりの内容
ないよう

をいつでもおうちの人
ひと

にオープンにし

ておく。 

 ・通信
つうしん

機器
き き

などで困った
こま    

ことがあったら、すぐにおうちの人
ひと

に相談
そうだん

する。 

 ・学習用
がくしゅうよう

タブレットは、学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な時
とき

、必要
ひつよう

なことにだけ利用
りよう

する。 

 ・破損
はそん

防止
ぼうし

のために、学校用
がっこうよう

タブレットを持ち運ぶ
 も  はこ  

ときは必ず
かなら  

専用
せんよう

のカバンに入れ
い  

、使用後
し よ う ご

は保管庫
ほ か ん こ

に

入れる
い   

。また、家
いえ

に持ち帰る
も  か え  

ときは、必ず
かなら  

ランドセルに入れる
い   

。 

⑤その他
た

 

・変
か

わったこと、困
こま

ったことがあれば、できるだけ早
はや

く学
がっ

校
こう

に知
し

らせ、相
そう

談
だん

する。 

板
いた

城
き

小
しょう

学
がっ

校
こう

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

  ０８２－４２５－０００１  ０８２－４２０－２３７２ 

（５）特別
と く べ つ

な指導
し ど う

について 
この規定は、本校の教育目標を達成するために制定するものである。児童が自主的・自

律的に充実した学校生活を送るという観点から必要な事項を定めるものである。 
第１条 問題行動への特別な指導 

次の問題行動を起こした児童に対して、教育上必要と認められる場合は、特別な指導を行う。 

第１項 法令・法規に違反する行為 

１ 窃盗・万引き・喫煙・飲酒・暴力など 

２ 建造物・器物損壊 

３ その他、法令・法規に違反する行為 

第２項 本校の「きまり」などに従わない行為 

１ いじめ、暴力行為、授業妨害 

２ 指導無視及び暴言 

３ その他、学校が教育上指導その処置を必要であると判断した行為 

 

第２条 特別な指導 

特別な指導においては、児童が自らの行動を反省し、より充実した学校生活が送れるよう、発達段階に応じ

た指導・援助を行う。 

１ 特別な指導は別室にて行い、その指導については、担任等が家庭との連携を行う。 

２ 特別な指導を行った場合は、その児童の様子や変容を十分観察し、その後の指導にあたる。 

３ 必要に応じて関係諸機関と連携をとりながら指導にあたる。 

＜自転車
じ てん しゃ

に乗
の

れる場
ば

所
しょ

＞ 

・１・２年
ねん

生
せい

・・・家
いえ

の周
まわ

りの安全
あんぜん

な広場
ひろば

（保護者
ほ ご し ゃ

と一緒
いっしょ

に） 

・３・４年
ねん

生
せい

・・・安全
あんぜん

な地
ち

域
いき

内
ない

の道
みち

 ※三升
さんじょう

原
ばら

は375号
ごう

線
せん

を超えない
こ    

 

・５・６年
ねん

生
せい

・・・安
あん

全
ぜん

な校
こう

区
く

内
ない

の道
みち

 


